
TRIP Summer Event 2025 感想文2

今回の見学を通して、技術系職員の役割について多くの学びを得ることができた。これま
で私は、技術職員は測定機器の維持管理や操作を主に担う存在だと考えていた。しかし実際
には、研究者と協働しながら研究を遂行する重要なパートナーであり、単なる補助的な役割
にとどまらないことを知った。 

まず印象的だったのは、技術系職員が高度な専門技術を持ち、現場の実情に基づいてシス
テム面を工夫したり、研究者に助言したりしている点である。時には「こうした方が良いの
ではないか」と積極的に提案を行い、研究の質を高めている姿があった。また、困難なサン
プルの取り扱いに挑む「最後の砦」としての役割を果たしていることも知り、その専門性の
重みを感じた。装置を使った経験があるだけでは解決できない課題に直面した際、長年の修
練によって培われた知識や工夫が大きな力を発揮していると感じた。
さらに、技術職員の中には採用時点で必ずしも専門知識を持っていなかった人もおり、先
輩から学びながら技術を磨いてきた事例も紹介された。これは、自分が博士課程で得た経験
やスキルを活かしつつ、さらに特化した方向に進むというキャリアの可能性を考えるうえ
で、大きな示唆となった。理化学研究所では研究者が円滑に研究を進められるように、依頼
された測定をこなすだけでなく、サンプルに応じた条件設定を工夫するなど、柔軟な対応が
行われていた。研究者と技術者の間で意見をすり合わせながら、目的に合った解析を実現す
る姿勢に強い魅力を感じた。 

また、キャリアパスの多様性も印象に残った。技術職員として働きながら研究を行い、学
位を取得して成果を発表する人もいれば、その後キャリアアップを通じて指導的立場に進
む人もいるという。技術支援にとどまらず、自ら研究を発展させていける道が開かれている
点に、大きなやりがいと可能性を感じた。 

一方で、研究を支える現実的な側面として、機器の維持管理や導入に伴う予算管理の重要
性も学んだ。高価な機器を運用するには、単に解析を行うだけでなく、費用対効果を考慮し
ながら限られた資金で最大限の成果を引き出す工夫が求められる。その中で、機器の設定を
サンプルごとに最適化し、異なる研究分野のニーズに応える柔軟さが培われていることも
印象的であった。
今回の見学を通して、研究者と技術者の仕事の違いと、それぞれの立場の魅力を理解する
ことができた。意欲的な学生との交流からも刺激を受け、自分の将来の進路を考える上で、
技術職という選択肢を現実的に検討したいという思いが芽生えた。技術系職員の方々が実
験や工夫を楽しみながら取り組んでいる姿勢にも共感し、自分自身も実験で試行錯誤する
ことに喜びを感じている点で重なる部分があると感じた。 

今回得た学びを今後の就職活動にも活かし、研究に関わる一員としての在り方を考えなが
ら、将来の方向性をより具体的に描いていきたい。 
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